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第二章では、好熱菌 Thermusthermophilus HB27由来の2種類のアノレコー ノレ脱水素酵素(ADHTtlおよひ・ADHT(2)
を、疎水性細菌 Rhodococcusrhodochrous NBRC15564において発現させ、この形質転換体を 70'Cの温度で 10分
加熱処理することにより宿主R.rhodochrous由来の酵素を失活させ、非水系の環境下で機能する whole.cellcatalyst 
が簡便に製造できることを述べている。具体的には、有機溶媒を用いずに難水溶性の化学原料のみを含む反応系に、
好熱菌虫 thermophilus HB27由来の 2種類のアルコーノレ脱水素酵素を発現させた後に加熱処理した疎水性細菌R
rhodochrous NBRC15564細胞を、 2，2，2・Trifluoroacetophenone(TFAP)およびCyclohexanolのみを体積比 1・lに
混合した溶液中に分散させ、 TFAPからの TFMBAへの変換反応が可能であることを明らかにしている。 T.
thermophilus HB27由来のアノレコー ノレ脱水素酵素 (ADHTt1)はTFAPからのTFMBAへの変換反応を触媒するが、







第三章では、好熱菌 T.thermophilus HB8由来の3種類の酵素を大腸菌で発現させ、 5.A血inolevulinicacid(ALA) 
からテトラピローノレの共通前駆体である Uropor下hyrinogenIII(Urogen IInの合成を試みている。具体的には、 ALA
をPorphobilinogen(PBG)に変換する酵素ALAdehydratase (ALAD)、PBGをHydroxymethylbilane(HMB)に変換
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知られている。また、生きた細胞を用いる発酵法では、副産物の生産を抑えることが難しく ALAからの UrogenII 
の収率が大きく低下してしまう。本研究で得られた結果は、好熱菌酵素を大腸菌で発現させた後に、加熱処理により
宿主由来の酵素を失活させて用いる whole-callcatalyst法が、 UrogenIIの様な複雑な化学品の合成にも有効である
ことを示している。
第四章では、以上の結果を総括するとともに、好熱菌の酵素を様々な中温宿主細菌で発現させた後に加熱処理して
宿主由来の酵素を失活させて用いる生体触媒法が、疎水性化成品を有機溶媒を用いずに製造するプロセスや構造的に
複雑で化学合成が困難な化成品の合成に有効であると結論づけている。
以上のように、本論文は環境に優しい工業プロセユとして注目を集めている微生物機能を活用した化成品製造プロ
セスに新しい生体触媒利用技術を提案するとともにその応用の可能性を明示したものであり、その成果は生物工学の
発展に大いに寄与するものと評価できる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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